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資料１ 

※評価シート中，「重点名」は資料２（平成２９年度事業報告）中の 

「重点課題」と対応しています。 



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

絞り込んだ事業となり参加者の満足度は高かった。マ
ンネリ化しないよう講座の内容を検討し企画立案に心
掛ける。

4

評点 コメント

受講者の気
づき（平均値）

＜コメント＞
地域教育コーディネーターの協力により、多様な事業が行えた。ボ
ランティアの講師を迎えるなど極力コスト面を抑え事業を実施した。
学校を主会場とし様々な体験を通じ参加者同士の交流市民と触れ
合うことで、学社民の連携、協力の成果が得られた。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

9 3

コミュニティコーディネーター養成講座、他 幼児期家庭教育学級、西蒲区保育者交流会、他

１．地域コミュニティ活動の活性化を支援する事業

＜コメント＞
講演では世界の情勢を聞くことにより、参加した中学生は日
本の現在の情勢がどれだけ良いか知ることができた。国内だ
けではなく国外にも目を向けられる人材育成が図られた。

今年度は、親子関係をテーマに学習を行った。今後は
座学だけでなく親同士の会話が弾むようクループでの
講座開催も検討したい。

＜コメント＞
参加者の仲間づくりの機会や育児に関する情報交換
の場として講座内容を工夫して継続実施したい。

今年度の講演では、世界で広く活躍されている講師を
迎え、参加者の世界観が変わった。今後も色々な講
師選定を行い幅の広い講演題材を実施するよう心掛
けたい。

Ａ Ｂ Ｃ

４．青少年の生きる力を育む事業

様々な体験活動や交流活動を通し，子供たちの社会
的成長を支援するとともに，健全育成を目指す。

こどもたちが活動や体験を通して小学校間及び地域
住民との交流や親睦を深める。

３．家庭の教育力の向上を支援する事業

家庭教育の充実や子育ての知識や情報を提供すると
ともに，親同士の仲間づくりを進め、子育ての不安や
悩みの軽減を図る。

96%

コメント

館長
評価

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

＜コメント＞
地域の課題に取り組むことが目的の公民館にとって
は大事な事業である。今年度は地域活動見本市で活
動成果を発表するなど次年度につなぐ成果を上げた。

今回の参加者がチームを組み、次年度においては企
画立案の実践を行なえるよう準備を進めている。公民
館としては参加者が主体的に取り組むようにバック
アップを行う。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

評点

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

３事業

１．コミュニティ（３）　２．学社民（９）　３．家庭教育(３）　４．青少年（３）　５．高齢者（３）　６．現代的課題（０）　７．その他（２０）

３事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

結果

２．学・社・民の融合による人づくり，地域づくりを推進
する事業

80%

平成２９年度事業評価シート（巻地区公民館）

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（　４１　）

80%

地域住民が主体となり地域の課題を把握し解決方法
を探ることができるよう，地域コミ協等をはじめとする
地域団体と連携・協力しながら，課題解決を担う地域
の人材の発掘及び育成をはかる。

成果

受講者の気
づき（平均値）

楽しかった、面白かっ
た、という声多数。

「夏チャレンジメ
ニュー」９事業を夏休
み期間中に実施。

4

4

他校の子供との交流の場と
なっている。

参加者の満足度は高く来年も
継続希望が多い。

地域ボランティアなどと協力し
公費を抑えて実施できた。

84%

目標値 結果 コメント

９事業 さき織り体験教室、昔と今の遊び体験教室、他

次回も参加したいとい
う声多数。

目標値 結果 コメント 目標値

サークル
結成数

サークル
結成数

企画委員
希望者数

80% 100%
地域課題を把握でき
満足度は高い。

受講者の満
足度(平均値）

80% 88%
次年度の実践課程で
CC候補生の呼び込
みが検討課題。

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4
具体的な企画立案につながっ
た。

有 効 性
（平均値）

4
区の地域課と連携し類似事業
を統合して行った。

効 率 性
（平均値）

4
区の地域課との共催で予算を
かけずに運営できた。

Ｂ Ｃ Ｄ

3

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80% 83%
アンケート結果による

受講者の気
づき（平均値）

80% 86%
アンケート結果による

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4
参加者の交流の場として役
立っている。

有 効 性
（平均値）

3.3
一時保育付きで参加者が落ち
着いて受講できる。

効 率 性
（平均値）

4
保育にかかる経費が大半でそ
のほかは効率的に運営してい
る。

Ｄ

３事業 青少年健全育成講演会、他

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80% 80%
ほとんどの参加者が満
足したと回答があった。

受講者の気
づき（平均値）

80% 80%
世界観が変わったと
の声があった。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3
これらの事業は日常を離れ異
体験をすることで成長につなが
る。

有 効 性
（平均値）

4
それぞれの事業の満足度は高
い。

効 率 性
（平均値）

4
育成協と連携することで経費を
抑えることができた。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3



重点名 巻地区運営審議会委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

＜コメント＞

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

館長
評価

＜コメント＞
公民館として、広く市民の学習意欲や学習機会を増や
し提供できるよう現在のニーズや地域課題の把握に
努めて継続実施したい。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

６．現代的課題を探り，解決を支援する事業

成果

評点

５．高齢者の学習や社会参加を支援する事業

孤立になりがちな高齢者の積極的な社会参加を支援
し，充実した生活を送るための学習機会を提供する。

３事業 巻地区長寿大学、峰岡地区長寿大学、漆山地区長寿大学

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80% 80%
参加を楽しみにしてい
る受講者が多い。

受講者の気
づき（平均値）

80% 80%
多様な事業に参加し
見聞が広がったとの
声多数

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.3
老人クラブ等を通じて募集し参
加者相互の親睦・絆づくりと
なっている。

有 効 性
（平均値）

3.3
参加者が楽しみながら学習で
きる講座実施を心掛けた。

効 率 性
（平均値）

4
野外研修は、参加者負担金を
軽減するよう心掛けた。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

今後は参加費用の徴収を行わなければ野外研修は
行えない。予算削減の中限られた予算内で工夫をし
て、高齢者の興味や楽手ニｌ－ズに合わせた事業を行
い、高齢者相互の交流や親睦を図りたい。

3

事業

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80%

受講者の気
づき（平均値）

80%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

Ｄ

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

効 率 性
（平均値）

Ａ Ｂ Ｃ



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

2

有 効 性
（平均値）

3

効 率 性
（平均値）

3

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3
子どもが体験活動することで気
づくことも多いので必要。

受講者の気
づき（平均値）

80%
少年少女避難所体験
中止。フリースペース
はアンケートなし

その他成果
（品）及びそ
の活用等

企画委員
希望者数

0

受講者の満
足度(平均値）

80%
少年少女避難所体験
中止。フリースペース
はアンケートなし

Ｄ

２事業 フリースペース，少年少女避難所体験

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

0 0

有 効 性
（平均値）

4
受講者の満足度は非常に高
く，継続を希望する人が多い。

効 率 性
（平均値）

4
参加者の実費負担は材料費の
み

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4
子育ての情報を得たり，仲間
づくりのためには必要。

受講者の気
づき（平均値）

80% 100%
受講者は少ないが，
深い気づきがある

その他成果
（品）及びそ
の活用等

思春期
セミ
ナー

この講座を開催するにあ
たり小中学校ＰＴＡと話し
合いの場をもつことがで
きた

企画委員
希望者数

0

受講者の満
足度(平均値）

80% 100%
満足度は非常に高く，
継続希望あり

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

4 4

有 効 性
（平均値）

4
コミ協，自治会，スポーツ振興
会などと連携が図られている。

効 率 性
（平均値）

4
地域人材や公民館事業受講者の
活用により経費削減となった。

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4
伝統的な文化の継承，地域の
絆づくりなど促進を図った。

80% 100%
ごっつぉ，ふるさと講
座のアンケートの結
果

石瀬盆
太鼓の
復活

太鼓教室の受講者が
「ひろがれ響け盆踊り
の輪と音頭」で練習の
成果を発表した

0
企画委員
希望者数

80% 100%
ごっつぉ，ふるさと講
座のアンケートの結
果

受講者の満
足度(平均値）

目標値 結果 コメント 目標値

1 2
・H29ごっつぉの受講者
・太鼓教室受講者

サークル
結成数

サークル
結成数

目標値 結果 コメント

３事業 公民館出前型講座

いずれの講座も高い
満足度が得られた

4

4

学校に入りやすい環境づくりの
きっかけとなっている。

地域教育コーディネーターが
調整役となり準備を進めた。

参加者の実費負担は材料費の
み

90%

平成29年度事業評価シート（岩室地区公民館）

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（２６ ）

80%

　地域コミュニティ協議会等の地域団体と連携・協力し
ながら，その課題解決を担う地域の人材を発掘・養成
するとともに，ネットワークづくりを通じて，地域コミュニ
ティ活動の活性化を促進・支援する。

成果

受講者の気
づき（平均値）

１．コミュニティ（８）　２．学社民（３）　３．家庭教育（４）　４．青少年（２）　５．高齢者（１）　６．現代的課題（３）　７．その他（５）

８事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

0 0

結果

２．学・社・民の融合による人づくり，地域づくりを推進
する事業

80%

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

４事業

館長
評価

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

＜コメント＞　「太鼓教室」の受講者がH31の地元開催
に向けて動き始めた。また，「ニュースポーツ大会」の
種目カーリンコンは２つの自治会でも盛んに行われて
おり，公民館事業が，地域の活性化につながっている
ことは大いに評価できる。

「ひろがれ響け盆踊りの輪と音頭」と「地域対抗ニュー
スポーツ大会」は，子ども会やＰＴＡに声掛けをしたり，
内容を工夫しながら子どもたちの参加を増やし，多世
代間交流ができる場としたい。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

評点

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

４．青少年の生きる力を育む事業

　青少年の健やかな発達のために，地域の青少年育
成協議会やコミュニティ協議会等と連携しながら，地
域ぐるみで青少年の健全育成に努める。

　学校が地域のコミュニティの中心になるよう，学校・
社会教育施設・地域が連携し，情報や人材，地域活動
を結び，地域人材の発掘・育成により地域づくりを推
進する。

３．家庭の教育力の向上を支援する事業

　子育て期の保護者を対象に，子育てに関する学習機会の
提供や親同士の仲間づくりを推進するために，生涯各期の成
長段階に応じた家庭教育学級や子育て支援事業を実施する
ことにより，家庭の教育力の向上を図る。

100%

コメント

0 0

ひろがれ響け盆踊りの輪と音頭　他 乳幼児期家庭教育学級　他

１．地域コミュニティ活動の活性化を支援する事業

＜コメント＞　長年続いた宿泊研修「めだかの学校」を
日帰りの講座としたが，申込み者が少ないため中止と
なった。また，フリースペースも利用者が少ない。その
必要性も含めて内容を検討していく。

「乳幼児家庭教育学級」の満足度は100％ではある
が，参加者はあまり多くない。また「思春期セミナー」
は定員超えはしたものの，本当に参加してもらいたい
保護者の参加が少なかった。広報の仕方を工夫したり
PTAの協力も借りながら参加者の増加に努めたい。

＜コメント＞　初めて子どもの性を取り上げた「思春期
セミナー」は好評であった。家庭教育は，参加者が少
ないが，子育てについて，情報を共有したり，一緒に
考えることができる場でもあるので，今後も継続して取
り組んでいきたい。

少年少女避難所体験は申込み者が少ないため，中止
となったが，来年度は宿泊も検討している。２年目の
夏休みフリースペースは利用者が少ないため，内容を
工夫して，参加者の増加を図る。

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

3 4

＜コメント＞　３つの小中学校地域教育コーディネー
ターとうまく連携がとれている。学校の本を修理するボ
ランティアやカーリンコンクラブの発足など，地域住民
が学校を身近に感じる良い機会となっている。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

地域住民が，学校に入ることができる良いきっかけづ
くりとなっているが，高齢者が多く，年々参加者が減少
している。大勢の地域住民から足を運んでもらうため
に，内容や周知方法を工夫する。

0

4

評点 コメント

受講者の気
づき（平均値）



重点名 巻地区公民館運営審議会委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

2 1

効 率 性
（平均値）

4
講師は市の職員を活用し，経
費削減を図った。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

必 要 性
（平均値）

4
発達障がい「しゃべり場」の参
加者の居場所になっている。

有 効 性
（平均値）

4
西蒲区外からの参加者，リピー
ターも多い。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

長年継続してきた「男の料理教室」が，ようやくサーク
ルとなった。今年度，家庭教育から移行した発達障が
いの「しゃべり場」は少しずつではあるが参加者が増
えてきている。当事者やその家族，一般の人がグルー
プになって日頃の悩みや不安などを話せる居場所と
なっている。今後は，サークル化をめざす。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

発達障がい「しゃべり
場」のスタッフが発達
障がい「自分らしく生
きる」の企画運営にか
かわった

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80% 100%
発達障がい関係の講
座は満足度が高く，
継続希望者も多い

受講者の気
づき（平均値）

80% 80%
「男の料理教室」のア
ンケート結果

1 1
長年継続してきた「男
の料理教室」が自主
活動することになっ

企画委員
希望者数

0

1

３事業 発達障がい「自分らしく生きる」　他

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

効 率 性
（平均値）

4
市の職員や無料講師を活用し
経費削減を図った。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

高齢者の関心が高い健康づくりや介護予防，認知症
などをテーマに，仲間づくりや生きがいづくりができる
内容を取り入れる。

必 要 性
（平均値）

4
高齢者の生きがいづくりや仲
間づくりのきっかけとなった

有 効 性
（平均値）

4
３つの分野で，好きな講座を選
べるので満足度は高かった。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80% 100%
高齢者に関心が高い
内容であった。

受講者の気
づき（平均値）

80% 95%
高齢者に関心が高い
内容であった。

サークル
結成数

企画委員
希望者数

0

1事業 いきいきセミナー

目標値 結果 コメント

５．高齢者の学習や社会参加を支援する事業

　高齢者の生きがいづくりや健康づくり，仲間づくり，
地域活動への参加支援などにより，新たな地域活動
の担い手育成を図る。

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

６．現代的課題を探り，解決を支援する事業

　高齢化や少子化，情報化，人権問題など，現代社会
における様々な課題について学習を深め，課題解決
を支援する。

成果

評点

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞　「しゃべり場」はリピーターも多く，西蒲区
外からの参加者も多く，その必要性は認識している。
今後は自主活動ができるよう支援していきたい。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

館長
評価

＜コメント＞　３回の連続講座ではあるが，選択性であ
るため仲間づくりに結びつかない。超高齢化社会にお
いて健康づくり，仲間づくり，生きがいづくりにつながる
講座を企画したい。



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

小学生のニーズを把握し、学校では体験できないさま
ざまな講座を開催していきたい。

0

3.5

評点 コメント

受講者の気
づき（平均値）

＜コメント＞おはよう朝ごはんは地域コミュニティ協議
会・学校・公民館と連携して開催する貴重な事業で継
続が望ましいと考える。またｷｯｽﾞ倶楽部は地域の子ど
もたちの居場所として定着している。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

3 3

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ団体育成講座、音楽と芸術に親しむ
集い、傘ぼこ茶会

幼児期家庭教育学級、ゆりかご学級ほか

１．地域コミュニティ活動の活性化を支援する事業

＜コメント＞イベント自体は好評であるが、運営を自主
的に行えるよう事務局の体制つくりの改善が必要であ
る。

保育室を安全に運営するために保育児数に制限があ
り、保護者の参加を増やすことが難しい。また常設の
保育室ではないため、設営に工夫・改善が必要であ
る。

＜コメント＞子育て中の保護者同士の交流の場とな
り、また育児の悩みを参加者同士で解決するきっかけ
となっている。参加者からの満足度は高く、継続の必
要性を感じる。

やみつきｳｫｰｷﾝｸﾞについては育成協議会のイベントと
して開催しているが、事前準備・協力者の確保等のや
りくりで事務局の労力が大きいため、今後の体制づく
りの改善が必要である。

Ａ Ｂ Ｃ

４．青少年の生きる力を育む事業

集団での体験活動を通じて達成する喜びや相手を思
いやる心を育成する。併せて、活動をサポートする地
域ボランティアの育成も行う。

小学生の土曜日の居場所つくりで地域の方々を講師
に迎え、様々な体験活動を開催する。また、中学生が
講師となり運営をすることにより、地域活動への参加
につなげる。

３．家庭の教育力の向上を支援する事業

子育て期の保護者を対象に子育てに関する学習機会
の提供や親同士の仲間づくりを推進する。

100%

コメント

0 0

館長
評価

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

＜コメント＞コンサート活動などをささえている地域ボ
ランティアや 企画に参加してしているボランティアの協
力により事業を遂行できた。ボランティアが減ってきて
いるため、その発掘を地域とともに行っていく必要があ
る。

地域コミュニティの活性化には、地域イベントボランテ
ィア、自主活動団体の完全自主活動化が必要である。
ボランティアの層を拡げ、団体を活用していく。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

評点

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

3事業

１．コミュニティ（3）　２．学社民（3）　３．家庭教育(3）　４．青少年（4）　５．高齢者（2）　６．現代的課題（2）　７．その他（1）

3事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

0 0

結果

２．学・社・民の融合による人づくり，地域づくりを推進
する事業

80%

平成２９年度事業評価シート（西川地区公民館）

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（１６）

80%

地域イベントボランティアや自主活動団体と協力する
ことで地域コミュニティの活性化を目指す。また市民と
公民館が協働で事業実施を行う。

成果

受講者の気
づき（平均値）

3.5

3.5

土曜日の子どもの居場所とし
て定着している。

中学生や地域住民を講師とし
て招いている。

95%

目標値 結果 コメント

3事業 ｷｯｽﾞ倶楽部、夏休みｷｯｽﾞ倶楽部、おはよう朝ごはん

目標値 結果 コメント 目標値

0 0
サークル
結成数

サークル
結成数

3
企画委員
希望者数

80% 89%
コンサートの感想も含
む

受講者の満
足度(平均値）

80%

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.3
公民館事業の企画・運営を行
う上で人材育成は必要である。

有 効 性
（平均値）

4
地域の人材を活用することが
できた。

効 率 性
（平均値）

4
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌ、企画委員と役割分
担を行い効率的に進められた。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3

企画委員
希望者数

1

受講者の満
足度(平均値）

80% 100%

受講者の気
づき（平均値）

80% 84%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.6
申込者数から継続が必要と思
う。また参加者の満足度は高
い。

有 効 性
（平均値）

4
企画委員が内容を考え参加者
目線に立った講座となった。

効 率 性
（平均値）

4

Ｄ

2事業 わくわくカレッジ、やみつきｳｫｰｷﾝｸﾞ

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

0 0

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80% 100%
わくわくカレッジ

受講者の気
づき（平均値）

80%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.5
体験活動の機会となる。

有 効 性
（平均値）

4
学校・育成協・公民館と連携し
て行っている。

効 率 性
（平均値）

4

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

2



重点名 巻地区運営審議会委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

＜コメント＞地域の歴史と文化を知る機会として有効
な事業である。今後、事業を継続的に実施するうえで
参加者から講座内容や開催時期についてアンケート
をとるなど参加意欲を高める取り込みをしたい。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

館長
評価

＜コメント＞公民館備品を有効に活用し、陶芸サーク
ル設立することができた。今後のサークル継続に期待
したい。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

６．現代的課題を探り，解決を支援する事業

さまざまな学びから人とのつながりや地域とのつなが
りを見出す。

成果

評点

５．高齢者の学習や社会参加を支援する事業

高齢者の自立、生きがいを見出し、交流の場を作る。

2事業 ｼﾆｱﾁｬﾚﾝｼﾞ、自宅で楽しむお茶講座

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

0 1

企画委員
希望者数

0

受講者の満
足度(平均値）

80% 90%

受講者の気
づき（平均値）

80%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3
高齢者の生きがいつくりのため
に必要。

有 効 性
（平均値）

2.5
公民館備品(陶芸窯)を有効に
活用することができた。

効 率 性
（平均値）

4

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

ｼﾆｱﾁｬﾚﾝｼﾞ(陶芸)は公民館の備品を有効活用でき、
最終的には定期利用団体化ができた。自宅で楽しむ
お茶講座はサークル設立には至らなかった。

1 1

2事業 地域の歴史と文化財講座、楽学ガレッジ

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

0 0

企画委員
希望者数

3

受講者の満
足度(平均値）

80% 96%

受講者の気
づき（平均値）

80%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

Ｄ

必 要 性
（平均値）

3.5
地域の歴史文化財を知る内容
であった。

有 効 性
（平均値）

3.5

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

地域行事、企画委員、講師の予定を調整した結果、開
催時期が寒い時期になった。時期については現地見
学等の観点から秋期がよいと思われる。

2

効 率 性
（平均値）

3.5

Ａ Ｂ Ｃ



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

　夏休みの学校を活用し，パソコンを使った「団扇」づく
りに挑戦した。応募者を上回る子どもたちから参加いた
だいた。小学生を対象としたため学年差があり，対象
学年を絞った方が良いか検討していきたい。

0

3

評点 コメント

受講者の気
づき（平均値）

＜コメント＞
　小学生対象としたため，低学年，高学年との年齢（学年）差
があったため，制作時間等に違いがあったが，早く終わった児
童が手伝ったりと結果的には和気藹々とした雰囲気のなかで
終了した。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

1 1

まちのお宝ガイド育成事業 おはよう朝ごはん料理講習会

１．地域コミュニティ活動の活性化を支援する事業

＜コメント＞
　子どもたちにとって，物づくりの楽しさや難しさを学ぶ
貴重な体験機会となっている。出来上がった作品を文
化祭等に展示したり友だちへ年賀状を送っている。

平成２９年度１７人の参加があったが，もっと多くの家
庭から関心を持っていただくよう広報に努めたい。

＜コメント＞
「朝ごはんレシピ集」を使い親子で調理実習の実践をとおし朝
ごはんの大切さなどを知ってもらうため，潟東地域コミュニティ
協議会等と協働で事業を実施している。必要性の高い事業だ
と考えます。

参加者が少ないクラブもあるため，クラブの周知を３０
年度から学校に掲示することとする。また，講師の協力
を得て夏休みに開催していない期間にクラブの周知を
行う。

Ａ Ｂ Ｃ

４．青少年の生きる力を育む事業

土曜日の子ども居場所づくり事業で，わくわくドキドキクラブを
メインに９事業を開催。５月から３月までの期間での延べ参加
者は700人を越える。地域に根付きた事業でもあり，潟東地域
の子どもは誰でも知っている事業である。

学校と連携して，夏休みに学校の特別教室を利用し，
地域教育コーディネーター及び教員の協力でパソコン
教室を開催。学社民の融合事業として位置づけてい
る。

３．家庭の教育力の向上を支援する事業

子どもたちの健やかな成長を育むため，簡単レシピで
調理実習を行い，「食」の大切さを伝える。

100

コメント

無 -

館長
評価

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

＜コメント＞
　樋口記念美術館・民俗資料館ともに専任職員の配置のない
館で，ボランティアガイド養成が急務であるが，残念ながら受
講者が学習の域を出ていない。新たに「ボランティアガイド」が
誕生していない。継続的な講座開催が必要である。

潟東地域には「潟東樋口記念美術館・潟東歴史民俗
資料館」が設置されているが，スタッフ等の不足からボ
ランティアガイドの養成が急務だが，高齢者の参加希
望者が多く,学習には参加するが「ガイド」までには至っ
ていない。より実践的な講座開催が必要。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

評点

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

1　事業

１．コミュニティ（1）　２．学社民（1）　３．家庭教育(1）　４．青少年（12）　５．高齢者（2）　６．現代的課題（1）　７．その他（3）  ※コミ関連（4）

1　事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

#REF! 0

結果

２．学・社・民の融合による人づくり，地域づくりを推進
する事業

80%

平成２９年度事業評価シート（潟東地区公民館）

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（　21 ）

80%

潟東地域にのボランティアガイド育成講座として数年前
から行っている事業で，ここ数年は各地域で活躍して
いるガイドの視察を行っている。より実践的なガイドを
見て聞きながら，地元ガイドへの意識向上に繋がる様
にしている。

成果

受講者の気
づき（平均値）

-

学校の特別教室ということ
もあり，参加児童も気楽に
学ぶことができた。学校側
からも夏休みの教室解放に
も賛同の声があった。

4

4

学社民の観点からも必要性のある事業
である。

学校施設を利用するのが児童であるこ
とから，教員からも理解を得れる。

必要な機材等が全て学校で賄うことが
可能である。

-

目標値 結果 コメント

1　事業 夏休みパソコン教室

参加者から大変好評を
得た。また，教員からも
次回もとの声を頂く。

目標値 結果 コメント 目標値

有 1
有志等の集まりサークル

結成数
サークル
結成数

企画委員
希望者数

80% 95
実践したガイドを視察
し充実したいた。

受講者の満
足度(平均値）

80%

実際のボランティアガイド
活動を視察しながら。潟
東での実践に備えなけれ
ばいけないという意識が
高まる。

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3
地元ボランティア育成に必要で
ある。

有 効 性
（平均値）

3
樋口危険美術館及び資料館で
の活動が期待される。

効 率 性
（平均値）

3
団体で訪れるお客等への対応
に効果が期待される，

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1

企画委員
希望者数

-

受講者の満
足度(平均値）

80% 100
定員以下の参加申込があ
り，興味をもつ保護者への
周知等を強化したい。

受講者の気
づき（平均値）

80% -

その他成果
（品）及びそ
の活用等

-

講習で習った料理が
家族に講評だったとい
う声が聞けた。

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4
ｺﾐ協主催事業として必要であ
る。

有 効 性
（平均値）

4
会長にも参加していただき，コミ
協への事業意識が高まった。

効 率 性
（平均値）

4

Ｄ

１２　事業 土曜日居場所づくり事業（わくドキ等）

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

0 -

企画委員
希望者数

-

受講者の満
足度(平均値）

80% 100

受講者の気
づき（平均値）

80% -

その他成果
（品）及びそ
の活用等

-

15年近くになるわくド
キクラブへの認識度
が年々高まっている。

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3
地域ボランティア等の協力体制が整っ
ていることから，児童の要望も熱い。

有 効 性
（平均値）

3
受講生に対して昨年度から整理整頓等
を行うようにさせたことから，自ら片付け
る意識が高まった。

効 率 性
（平均値）

4
公民館予算を一切使わない大
変貴重な事業である。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1



重点名 巻地区運営審議会委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

＜コメント＞
健康づくりのためのスポーツ教室は，参加者は安定し
た人数であるが，スポーツ振興会の予算が３１年度で
極端に下がる予定であるため開催が難しくなる。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

館長
評価

＜コメント＞
  長寿社会を健康で如何に楽しく過ごすかなど，講座を
通してヒントにしていただけるような企画を念頭に実施
している。必要性の高い事業である。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

６．現代的課題を探り，解決を支援する事業

地域の健康づくりから，コミ協とスポーツ振興会等と連
携し，親子から高齢者までが一緒になって楽しめる各
種大会やイベントを開催する。異世代交流を深めなが
ら健康づくりをすすめる。

成果

評点

５．高齢者の学習や社会参加を支援する事業

高齢者の自立支援と生き甲斐づくりを重点に，年間を
通した事業の展開を図ると共に，生涯スポーツとして年
１回の公民館長杯のゲートボール大会を開催し親睦を
深める。

2　事業 青空学級　　ゲートボール大会

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

有 7
GB連盟数。

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80% 95
青空学級受講者及び
ゲートボール大会参加
者。

受講者の気
づき（平均値）

80% -

その他成果
（品）及びそ
の活用等

普段何もしない高齢
者が，自主的に参加
する様になった。

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4
潟東地区は特に少子高齢化が
進んでおり，高齢者向け講座の
必要性が高い。

有 効 性
（平均値）

4
リピーターの要望が大きい。

効 率 性
（平均値）

4

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

３０年度からは参加募集人数を増やし，広報活動を充
実させていきながら，固定した参加者だけでなく新規の
参加者の獲得を検討していく。

1

1　事業 スポーツ教室等

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

有 50
ｽﾎﾟ振理事数。

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80% 100
各イベント等参加者か
ら講評を得ている。

受講者の気
づき（平均値）

80% -

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

Ｄ

必 要 性
（平均値）

3
地域健康づくりから必要性は高
い。

有 効 性
（平均値）

3
スポーツ推進委員等の協力体
制が整っていいる。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

全体的な参加者数は例年並みとなっている。それぞれ
の事業にも後継者問題もあり人数的に減少傾向な事
業もあることから，事業縮小も検討しながら見直しも必
要である。

1

効 率 性
（平均値）

4
概ね適当と考える。

Ａ Ｂ Ｃ



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

7

効 率 性
（平均値）

4
参加者の実費負担について
は，カメラ講座の材料費のみ。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

必 要 性
（平均値）

4
子どもの様々な体験活動の場
としての必要性はある。

有 効 性
（平均値）

4
育成協議会，地域，関係団体との連
携と協力によりスムーズに運営でき
た。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80% 100
「公民館へ泊まろう」
アンケート結果

受講者の気
づき（平均値）

80%

サークル
結成数

0 0

企画委員
希望者数

0

７事業 青少年宿泊体験事業，子ども書道教室，もちつき体験，他

目標値 結果 コメント

効 率 性
（平均値）

4

4

必 要 性
（平均値）

4
子育ての情報や保護者同士の
交流の場として役立っている。

有 効 性
（平均値）

4
満足度は高く、有効性はある。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80% 100
「子どもの広場」アン
ケート結果

受講者の気
づき（平均値）

80%

コメント

サークル
結成数

企画委員
希望者数

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1

有 効 性
（平均値）

4
地域の問題解決を担う人材の発
掘、育成として適当であった。

効 率 性
（平均値）

4
地域人材やボランティア団体の
活用により経費削減となった。

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4
伝統的な文化の継承、地域の
絆づくりなど必要性はある。

80%

サークル
結成数

0
企画委員
希望者数

80% 92.1
「中之口を知ろう～楽し
く・ニコニコ～」アンケート
結果

受講者の満
足度(平均値）

目標値 結果 コメント 目標値

0 0

目標値 結果 コメント

４事業 夏休み子ども陶芸教室  他

「親子で陶芸教室」アン
ケート結果

4

3

地域活動、地域づくりを推進す
る事業として必要性はある。

学校との連携、周知をはかりな
がら進めるので有効である。

平成２９年度事業評価シート（中之口地区公民館）

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（２４）

80%

地域コミュニティ協議会等の地域団体と連携・協力し
ながら，課題解決を担う地域の人材発掘及び育成を
図るとともに，地域コミュニティ活動の活性化を促進・
支援する。

成果

受講者の気
づき（平均値）

１．コミュニティ（１）　２．学社民（４）　３．家庭教育(４）　４．青少年（７）　５．高齢者（１）　６．現代的課題（０）　７．その他（７）

1 事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

0 0

結果

２．学・社・民の融合による人づくり，地域づくりを推進
する事業

80%

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

４事業

館長
評価

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

＜コメント＞　 同一日に4つの講座（地域出身の偉人に因
んだ菓子作り、紙芝居と紙相撲、切り絵、笑いヨガ講座）で、
いずれも地域で活躍するボランティアのパワーと技量が発揮
され、参加した者にとっては満足の行く有意義な講座となっ
た。

　地域の活性化を促進・支援する事業として作年度実
施した事業を見直し実施。「講座型」の内容であり、今
後の公民館事業の参考となるものとして評価できる。
　企画実施案の取組がおそくなり、地域への周知期間
が短かくＰＲ不足も考えられ、今後は早く取組む必要
がある。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

評点

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

４．青少年の生きる力を育む事業

青少年の健やかな発達のために，様々な体験活動や
交流活動を通し，地域や青少年育成協議会と連携し
ながら青少年の健全育成に努める。

３．家庭の教育力の向上を支援する事業

子育てに関する学習機会の提供や親同士の仲間づく
りを推進する子育て支援事業の実施や，生涯各期の
成長段階に応じた家庭教育学級など家庭の教育力の
向上を図る。

100

「中之口を知ろう～楽しく・ニコニコ～」 子どもの広場，親子料理教室　他

１．地域コミュニティ活動の活性化を支援する事業

子ども達の活動や体験を通じて，学校や地域住民と
の交流と親睦を深め，地域づくりを推進する。

＜コメント＞　公民館宿泊体験事業は、近年十数名の参加
と少なく、施設利用規定も統一・整備され、安全面からH30よ
り廃止。今後は一日開催、芸術体験と青少年課題を話し合う
研修を開催する。一方、当地域に根強く伝わる、地域の名
所、偉人に関係するふるさとかるた大会等の意義は大きい。

　「子どもの広場」事業年間３回(１００人)、親子料理教
室１回(１７人）とも満足度の高い事業であるが、参加
者は予定の約70％弱にとどまった。
　周知方法を工夫するなどし、地域住民に意識づけで
きるよう参加者数の増加に努めたい。

＜コメント＞　かつて隣近所の交流が盛んな頃の農村地域
とは異なり、一地域に数軒しかいない子育て年代の親子が参
加して、子ども同士の遊びや子育て、教育の話し合いのでき
る講座・教室の意義は大きく、地域のまとまりや、今後の入
園、就学以降の交流のきっかけづくりに貢献している。

　事業の殆どは、青少年育成協や地域子ども会の主催事業
であり、唯一青少年宿泊体験「公民館へ泊まろう」事業が公
民館主催事業である。公民館に宿泊し、自立性と協調性を身
に着ける目的で実施した。育成協との連携・協力がうまく行き
参加者の満足度も高かったが、公民館に宿泊することについ
ては、施設利用規定、安全確保の面から廃止し、日帰りの講
座で研修を取り入れる。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞　当地域で根付いている「書道」に着目した伝
統講座と、一方でそれとは対照的な「こども陶芸」として奇抜
な「もの作り」、釉薬の色合いから斬新的な創作力を学ぶ講
座を実施した。地域教育の推進として、子どもたちが公民館
講座に参加する意欲を駆り立てる意味で意義は大きい。

　他に，「小中学校出前講座」「新春書き初め大会」
「新春大いに夢語ろ会」の事業があり、学・社・民の融
合事業として中之口地区に定着している。
　参加者の満足度は高いが、各事業の検証を行い内
容の充実を図る必要がある。

0

4

評点 コメント

受講者の気
づき（平均値）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

4



重点名 巻地区公民館運営審議会委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

効 率 性
（平均値）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80%

受講者の気
づき（平均値）

80%

サークル
結成数

企画委員
希望者数

1

事業

目標値 結果 コメント

効 率 性
（平均値）

3
視察研修のため，自己負担も
含めコストが高くなる。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

必 要 性
（平均値）

4
高齢者の仲間作りや生きがい
作りのきっかけとなる。

有 効 性
（平均値）

4
野外視察を通じて，研修を楽し
みながら実施できる。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80%

受講者の気
づき（平均値）

80%

0 0

企画委員
希望者数

0

１事業 中之口大学リニューアル事業

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

５．高齢者の学習や社会参加を支援する事業

高齢者の仲間づくり，自立と生きがいを見出し，充実し
た生活を送るための学習機会を提供する。

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

６．現代的課題を探り，解決を支援する事業

成果

評点

　コミュニティ協議会の主催事業として，公民館が運営
協力しここ数年視察研修として実施している。
　参加者は，視察研修に期待を寄せているが、メンバ
－的には固定化しつつある。
　改めて高齢者のニーズを把握し，講座の開催等も検
討しより多くの方からの参加を募る必要がある。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

館長
評価

＜コメント＞　コミ協主催事業だが、これまでの経緯から当
館が主力的に協力する事業になっている。当事業の行政の
補助事業の位置づけからすれば主催側の自主性の発揮が
期待され、視察先が周辺地域に限定されることや、参加者も
固定化しているため新たな事業に転換することが望ましい。


